
アレルギー科を標榜する医療機関への調査結果 

 

１ 調査対象医療機関 

アレルギー科を標榜する医療機関（３９４か所） 

※日本アレルギー学会専門医が在籍する医療機関を除く 

 

２ 調査内容 

  ・アレルギー疾患患者の紹介・逆紹介の１年間の実績 

  ・アレルギー疾患医療について（実施の有無等） 

  ・アレルギー疾患医療の課題、問題点、要望等 

 

３ 回答状況 

２０８か所（回答率52.79％） 

 

４ 調査結果 

（１） アレルギー疾患患者の紹介・逆紹介の１年間の実績(別紙１) 

  ア 県全体 

(単位：か所(割合))  

   

 

  イ 二次医療圏別（患者を紹介した場合のみ） 

(単位：か所(割合))  

 

アレルギー科を標榜する医療機関 回答数 診療所 病院 拠点病院

　　　患者を紹介された 208 100(48%) 65(31%) 21(10%)

　　　患者を紹介した 208 73(35%) 142(68%) 94(45%)

　　　患者を逆紹介された 208 40(19%) 77(37%) 45(22%)

医療圏 回答数 診療所 病院 拠点病院

　名古屋・尾張中部医療圏 71 22(31%) 42(59%) 37(52%)

　海部医療圏 6 1(17%) 3(50%) 2(33%)

　尾張東部医療圏 15 4(27%) 7(47%) 6(40%)

　尾張西部医療圏 13 6(46%) 11(85%) 2(15%)

　尾張北部医療圏 25 12(48%) 19(76%) 10(40%)

　知多半島医療圏 17 7(41%) 13(76%) 11(65%)

　西三河北部医療圏 12 7(58%) 9(75%) 6(50%)

　西三河南部東医療圏 8 5(63%) 6(75%) 5(63%)

　西三河南部西医療圏 19 4(21%) 17(89%) 10(53%)

　東三河北部医療圏 7 1(14%) 2(29%) 1(14%)

　東三河南部医療圏 15 4(27%) 13(87%) 4(27%)

　愛知県全体 208 73(35%) 142(68%) 94(45%)

 
資料２ 

（２） アレルギー疾患医療の実施等の有無（別紙２） 

(単位：か所(割合)) 

 

 

（３）アレルギー疾患医療の診療を行う上で特に力を入れていること（別紙３） 

 

（４）アレルギー疾患医療に関する、課題・問題点等について（別紙４）     

 

５ 令和元年度第３回愛知県アレルギー疾患医療拠点病院連携会議（令和２年２月 

１０日）での主な意見 

（１） アレルギー疾患患者の紹介・逆紹介の１年間の実績 

  ・紹介・逆紹介による医療連携体制は一定程度できている。 

・患者を紹介した実績の割合が低い地域において講演会を実施することにより、

患者自身が正しい知識を身につけて適切な医療を選択してもらう必要がある。 

 

（２）アレルギー疾患医療の実施等の有無 

・専門医が在籍する医療機関とアレルギー科を標榜する医療機関での医療の実施

状況の違いが明確にわかる。調査の精度を上げ、拠点病院が紹介先を探すのに

活用できたら良い。 

  ・アレルギー科を標榜する医療機関において、スキンケア、エピペン、生活管理

指導表等、の項目の実施割合が高い。医療従事者を対象とした研修会で正しい

知識を身につけてもらう必要がある。 

  ・アレルギー科を標榜する医療機関において、生物学的製剤など実施割合が低い

項目については、その医療機関に対して普及啓発を行っても実施割合を向上す

ることはできない。 

  ・生物学的製剤による治療は、ガイドラインによると専門医が１名以上在籍して

いることが望ましいとされている。 

 

 

 

参考１：アレルギー疾患医療における連携のイメージ図 

    (平成２９年７月 アレルギー疾患医療提供体制の在り方について) 

参考２：愛知県アレルギー疾患医療調査集計表 

(対象：日本アレルギー学会専門医の在籍する医療機関。平成３０年度実施) 

回答数

食物経口負

荷試験の実
施
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愛知県アレルギー疾患医療調査集計表：令和元年7月1日現在【医療圏ごとの紹介実績：平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日】

（対象：アレルギー科を標榜する医療機関(専門医が在籍する医療機関を除く)）

①から紹介された ②に紹介した ③から逆紹介された ④から紹介された ⑤に紹介した ⑥から逆紹介された ⑦から紹介された ⑧に紹介した ⑨から逆紹介された

名古屋市、清須市、北名古屋市、豊山町 33 22 13 20 42 22 10 37 18

46% 31% 18% 28% 59% 31% 14% 52% 25%

津島市、愛西市、弥富市、あま市 3 1 1 2 3 1 1 2 1

大治町、蟹江町、飛島村 50% 17% 17% 33% 50% 17% 17% 33% 17%

瀬戸市、尾張旭市、豊明市、日進市 5 4 3 2 7 2 1 6 2

長久手市、東郷町 33% 27% 20% 13% 47% 13% 7% 40% 13%

一宮市、稲沢市 7 6 4 4 11 7 1 2 1

54% 46% 31% 31% 85% 54% 8% 15% 8%

春日井市、小牧市、犬山市、江南市 12 12 6 10 19 13 2 10 4

岩倉市、大口町、扶桑町 48% 48% 24% 40% 76% 52% 8% 40% 16%

半田市、阿久比町、東浦町、南知多町 7 7 5 5 13 8 2 11 5

美浜町、武豊町、常滑市、大府市、知多市 41% 41% 29% 29% 76% 47% 12% 65% 29%

豊田市、みよし市 8 7 2 5 9 4 1 6 3

67% 58% 17% 42% 75% 33% 8% 50% 25%

岡崎市、幸田町 6 5 2 4 6 5 0 5 2

75% 63% 25% 50% 75% 63% 0% 63% 25%

碧南市、刈谷市、高浜市、安城市、知立市 8 4 1 8 17 8 2 10 6

西尾市 42% 21% 5% 42% 89% 42% 11% 53% 32%

新城市、設楽町、東栄町、豊根村 3 1 1 2 2 2 0 1 0

43% 14% 14% 29% 29% 29% 0% 14% 0%

豊橋市、豊川市、蒲郡市、田原市 8 4 2 3 13 5 1 4 3

53% 27% 13% 20% 87% 33% 7% 27% 20%

対象医療機関内訳 394 208 100 73 40 65 142 77 21 94 45

48% 35% 19% 31% 68% 37% 10% 45% 22%

注１）下段のパーセンテージは、各圏域の、回答医療機関数に占める実績有り医療機関の割合。
注２）対象医療機関の内訳：病院１３　診療所３８１　　　回答医療機関の内訳：病院６　　診療所２０２　　　　回答率：５３％
注３）回答病院の内訳：アレルギー科４、小児科２
　　　回答診療所の内訳：内科５３、呼吸器内科１９、小児科３６、皮膚科２８、耳鼻咽喉科４９、眼科１、その他１６

医療圏 市町村
対象医
療機関

数

回答医
療機関

数

診療所 病院 拠点病院

名古屋・尾張中部医療圏 135 71

海部医療圏 10 6

尾張東部医療圏 32 15

尾張西部医療圏 30 13

尾張北部医療圏 45 25

知多半島医療圏 37 17

西三河北部医療圏 18 12

西三河南部東医療圏 22 8

西三河南部西医療圏 28 19

東三河北部医療圏 9 7

東三河南部医療圏 28 15

合計
各項目の実績有りの数／回答医療機関数

別紙１

 



愛知県アレルギー疾患医療調査集計表：令和元年7月1日現在【医療圏ごとの各項目実施医療機関数及び人口10万人当たり実施割合】

（対象：アレルギー科を標榜する医療機関(専門医が在籍する医療機関を除く)）

医療圏 市町村 人口
医療機
関数

回答医
療機関

数

食物経口負
荷試験の実

施

プリックテ
ストの実施

アレルゲン
免疫療法の

実施

パッチテス
トの実施

生物学的製
剤による治
療の実施

看護師によ
るスキンケ

ア指導

薬剤師によ
る治療薬服
薬・吸入指

導

栄養士によ
る食物アレ
ルギー栄養

指導

エピペン®
自己注射の
指導管理

「生活管理
指導表」の

作成

小児ｱﾚﾙｷﾞｰ
ｴﾃﾞｭｹｰﾀｰの

在籍

名古屋市、清須市、北名古屋市、豊山町 135 71 4 1 27 5 8 24 13 4 41 43 0

5.42 2.85 0.16 0.04 1.08 0.20 0.32 0.96 0.52 0.16 1.65 1.73 0.00

津島市、愛西市、弥富市、あま市 10 6 2 1 4 1 0 2 1 1 4 3 0

大治町、蟹江町、飛島村 3.03 1.82 0.61 0.30 1.21 0.30 0.00 0.61 0.30 0.30 1.21 0.91 0.00

瀬戸市、尾張旭市、豊明市、日進市 32 15 2 2 5 4 0 5 1 1 8 9 0

長久手市、東郷町 6.81 3.19 0.43 0.43 1.06 0.85 0.00 1.06 0.21 0.21 1.70 1.91 0.00

一宮市、稲沢市 30 13 0 0 6 1 0 6 2 0 7 8 0

5.77 2.50 0.00 0.00 1.15 0.19 0.00 1.15 0.38 0.00 1.35 1.54 0.00

春日井市、小牧市、犬山市、江南市 45 25 1 2 11 2 3 6 4 0 9 17 0

岩倉市、大口町、扶桑町 6.16 3.42 0.14 0.27 1.51 0.27 0.41 0.82 0.55 0.00 1.23 2.33 0.00

半田市、阿久比町、東浦町、南知多町 37 17 0 1 8 1 1 4 6 2 6 14 0

美浜町、武豊町、常滑市、大府市、知多市 5.87 2.70 0.00 0.16 1.27 0.16 0.16 0.63 0.95 0.32 0.95 2.22 0.00

豊田市、みよし市 18 12 1 1 4 2 1 3 1 1 5 8 0

3.67 2.45 0.20 0.20 0.82 0.41 0.20 0.61 0.20 0.20 1.02 1.63 0.00

岡崎市、幸田町 22 8 0 1 4 1 1 1 2 0 3 6 0

5.12 1.86 0.00 0.23 0.93 0.23 0.23 0.23 0.47 0.00 0.70 1.40 0.00

碧南市、刈谷市、高浜市、安城市、知立市 28 19 1 1 8 3 2 7 9 1 9 12 1

西尾市 4.00 2.71 0.14 0.14 1.14 0.43 0.29 1.00 1.29 0.14 1.29 1.71 0.14

新城市、設楽町、東栄町、豊根村 9 7 0 0 4 0 0 2 0 1 5 4 0

18.00 14.00 0.00 0.00 8.00 0.00 0.00 4.00 0.00 2.00 10.00 8.00 0.00

豊橋市、豊川市、蒲郡市、田原市 28 15 2 1 5 2 2 3 3 2 7 12 0

4.00 2.14 0.29 0.14 0.71 0.29 0.29 0.43 0.43 0.29 1.00 1.71 0.00

394 208 13 11 86 22 18 63 42 13 104 136 1

5.23 2.76 0.17 0.15 1.14 0.29 0.24 0.84 0.56 0.17 1.38 1.80 0.01

6% 5% 41% 11% 9% 30% 20% 6% 50% 65% 0%

注１）下段の割合は、各圏域の、人口10万人当たりの実施機関数。（人口は平成30年10月1日現在）
注２）対象医療機関の内訳：病院１３　診療所３８１　　　回答医療機関の内訳：病院６　　診療所２０２　　　　回答率：５３％
注３）回答病院の内訳：アレルギー科４、小児科２
　　　回答診療所の内訳：内科５３、呼吸器内科１９、小児科３６、皮膚科２８、耳鼻咽喉科４９、眼科１、その他１６

尾張東部医療圏 47万人

名古屋・尾張中部医療圏 249万人

海部医療圏 33万人

尾張西部医療圏 52万人

尾張北部医療圏 73万人

知多半島医療圏 63万人

西三河北部医療圏 49万人

西三河南部東医療圏 43万人

西三河南部西医療圏 70万人

東三河北部医療圏 5万人

東三河南部医療圏 70万人

合計
754万人

各項目の実施医療機関数／回答医療機関数

別紙２

 



アレルギー疾患医療の診療を行う上で特に力を入れていること

〔２０８医療機関のうち５５医療機関から回答あり〕

主　　　な　　　内　　　容

食物アレルギー

・乳児の場合、除去のみではなく、少量摂取による脱感作を試みている。

・検査で異常値が出ても加熱したら、食べられる事もあるので、相談しながら食べさせている。

気管支ぜん息

・喘息の吸入指導を頻回行う

・乳幼児期の喘鳴発作に対するガイドライン対応の徹底。

・気管支喘息の診断・治療上、スパイロメトリーや呼気ガス（NO）分析を行い管理。

アレルギー性鼻炎・花粉症

・アレルギー性鼻炎に対する手術療法全般。

・鼻汁中の好酸球を顕微鏡下に検査。

・スギ花粉、ハウスダストの舌下免疫療法。

・一年を通じて、花粉の観察・測定。

・アルゴンプラズマ鼻粘膜治療。

・好酸球性副鼻腔炎のオーダーメイド治療。

アトピー性皮膚炎

・外用剤薬塗布の指導。

・乳幼児期よりのスキンケアの徹底。

・接触皮膚炎の原因追及

その他

・RIST、RASTによる原因精査。

・血液検査を積極的に勧めている。

・漢方治療

別紙３



アレルギー疾患医療に関する、課題・問題点等

〔２０８医療機関のうち２５医療機関から回答あり〕

〔標準的治療〕

・０才時点で肝機能、甲状腺、成長ホルモン等まで検査をしているアレルギー科を標榜している医療機関があった。

・不必要な血液検査などが横行している。

・アトピー性皮膚炎でステロイド治療をしない、不必要な食物アレルゲン除去を行う医療機関、患者家族への教育。

・ネット上の誤った民間療法の記載に対してどう対応するか。

〔医療機関との連携体制〕

・県内、県外の減感作療法をしている医院の紹介をして欲しい。

・近隣の食物経口負荷試験可能な医療機関への簡便な予約システムができると有難いと思う。

・経口負荷試験、プリックテスト、パッチテスト等を紹介できる病院、診療所の公表をして欲しい。

・幼児のアレルギー検査が困難。幼児食物アレルギーの治療施設が周辺にない。

〔教育関係機関や患者家族との連携体制〕

・小学校の食物アレルギーに関しての指導の連携が難しい。

・食物アレルギーについての教育が不十分である。特に小学校、中学校。

・学校でのアレルギー対策が度を超えており、養護教諭が疲弊している.

・生活管理指導表の内容が、学校・園の先生にとってわかりにくい部分が多い。

・保育園、学校などの給食関係者が要望する指導表と「生活管理指導表」の内容が異なる。より具体的な食品除去に関して解答を求めてくるが、園によって給食事情が異なるため対応が困難となっている。

・アトピー性皮膚炎に関しての患者教育の大切さを園や学校でもしっかりやって欲しい。皮膚は外界の刺激をシャットするバリアであるということを保護者は知らなすぎる。

・国や学校の無理解や心配のしすぎ、祖父母や周囲の曲解、以前の考え方への固執。特に過剰な食物制限等。

〔情報提供〕

・昨年の経口免疫療法中の患者さんの事故以来、アレルギー疾患医療拠点病院での対応についての情報がない。

・新しいアレルギーの治療、アレルギーの成り立ち、成因など分かってきたことを、開業医に分かるような内容で基礎講座を定期的に開いて欲しい。

〔その他〕

・アレルゲン減感作療法（アレルゲンエキスによる域値検査及び注射治療）の技術に対する保険点数上の評価がないため再診料のみで行っている。

・食物経口負荷テスト、生物学的治療、アレルゲン免疫療法等、行いたいが、アナフィラキシーを起こした場合の対応が不安でできない。

・説明に時間がかかるため当院のような診療所では診察患者数に限りがある。

別紙４



参考１



愛知県アレルギー疾患医療調査集計表：平成30年12月1日現在【医療圏ごとの各項目実施医療機関数及び人口10万人当たり実施割合】

（対象：日本アレルギー学会専門医の在籍する医療機関）

医療圏 市町村
人口
(万人)

医療機
関数

回答医
療機関
数

食物経口負
荷試験の実

施

プリックテ
ストの実施

アレルゲン
免疫療法の
実施

パッチテス
トの実施

生物学的製
剤による治
療の実施

看護師によ
るスキンケ
ア指導

薬剤師によ
る治療薬服
薬・吸入指

導

栄養士によ
る食物アレ
ルギー栄養
指導

エピペン®
自己注射の
指導管理

「生活管理
指導表」の
作成

小児ｱﾚﾙｷﾞｰ
ｴﾃﾞｭｹｰﾀｰの
在籍

名古屋市、清須市、北名古屋市、豊山町 68 54 20 20 34 15 24 24 31 22 39 35 5

249 2.73 2.17 0.80 0.80 1.37 0.60 0.96 0.96 1.24 0.88 1.57 1.41 0.20

津島市、愛西市、弥富市、あま市 5 3 2 0 3 1 0 2 2 1 3 3 1

大治町、蟹江町、飛島村 33 1.52 0.91 0.61 0.00 0.91 0.30 0.00 0.61 0.61 0.30 0.91 0.91 0.30

瀬戸市、尾張旭市、豊明市、日進市 10 7 3 3 4 3 4 4 1 3 5 7 3

長久手市、東郷町 47 2.13 1.49 0.64 0.64 0.85 0.64 0.85 0.85 0.21 0.64 1.06 1.49 0.64

一宮市、稲沢市 10 10 5 5 6 3 1 4 4 3 6 6 0

52 1.92 1.92 0.96 0.96 1.15 0.58 0.19 0.77 0.77 0.58 1.15 1.15 0.00

春日井市、小牧市、犬山市、江南市 15 12 7 7 6 3 4 7 7 7 10 9 2

岩倉市、大口町、扶桑町 73 2.05 1.64 0.96 0.96 0.82 0.41 0.55 0.96 0.96 0.96 1.37 1.23 0.27

半田市、阿久比町、東浦町、南知多町 18 15 5 7 2 3 4 9 6 6 10 9 0

美浜町、武豊町、常滑市、大府市、知多市 63 2.86 2.38 0.79 1.11 0.32 0.48 0.63 1.43 0.95 0.95 1.59 1.43 0.00

豊田市、みよし市 6 4 3 3 2 1 2 3 3 3 3 3 2

49 1.22 0.82 0.61 0.61 0.41 0.20 0.41 0.61 0.61 0.61 0.61 0.61 0.41

岡崎市、幸田町 6 4 1 1 2 2 2 2 3 1 3 3 0

43 1.40 0.93 0.23 0.23 0.47 0.47 0.47 0.47 0.70 0.23 0.70 0.70 0.00

碧南市、刈谷市、高浜市、安城市、知立市 14 8 3 3 4 3 4 2 3 1 7 4 0

西尾市 70 2.00 1.14 0.43 0.43 0.57 0.43 0.57 0.29 0.43 0.14 1.00 0.57 0.00

新城市、設楽町、東栄町、豊根村 2 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0

5 4.00 2.00 0.00 0.00 2.00 0.00 2.00 0.00 0.00 0.00 2.00 2.00 0.00

豊橋市、豊川市、蒲郡市、田原市 25 14 8 6 9 7 6 6 7 3 11 12 1

70 3.57 2.00 1.14 0.86 1.29 1.00 0.86 0.86 1.00 0.43 1.57 1.71 0.14

179 132 57 55 73 41 52 63 67 50 98 92 14

754 2.37 1.75 0.76 0.73 0.97 0.54 0.69 0.84 0.89 0.66 1.30 1.22 0.19

43% 42% 55% 31% 39% 48% 51% 38% 74% 70% 11%

注１）下段の割合は、各圏域の実施機関数を各圏域の人口10万人当たりで割ったもの。（人口は平成30年10月1日現在）
注２）下段の黄色は実施割合が上位３位、青色は実施割合が下位３位。

知多半島医療圏

名古屋・尾張中部医療圏

海部医療圏

尾張東部医療圏

尾張西部医療圏

尾張北部医療圏

各項目の実施医療機関数／回答医療機関数

西三河北部医療圏

西三河南部東医療圏

西三河南部西医療圏

東三河北部医療圏

東三河南部医療圏

合計

参考２


